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矢内原忠雄「台湾調査ノート」の分析（１）

辻雄
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はじめに 私は植民地を帝国主義の理論的研究並びに実

証的研究の中心として見るようになりました。

そうすると、どうしても行ってみなきゃなら

ぬことになります。しかし植民地へ行って見

ることについて、普通よくいわれますが、表

玄関から入っていくと、見せるところも、話

してくれることも、会う人もきまっている。

ほんとうかどうか知りませんが、今共産国に

行くと、見せるところも、話しすることも、

大体案内する場所がきまっているということ

がいわれている。植民地においても、多分に

それがある。僕は当時、半分冗談にいったん

ですけれども、工場の入口に「無用の者入る

べからず」と書いてある。ところが工場に入っ

て、実際の生産工程なり、労働条件を見ない

というとほんとうの経済のメカニズムがわか

らないように、植民地もどうしても入って見

なければならない。［中略］そこで私は、昭

和二年に台湾にいったのですが、行くときに、

台湾総督府へいきなりいかなかったし、拓務

省の紹介ももらわなかった。台湾人の知り合

いがありまして、それで行ったのです。

自由主義植民政策理想の実現に対する確実な

る保障は科学的にも歴史的にも与へられない。

実現の保障なくんば実現の努力も鈍らざるを

得ぬであらう。た夏一時は確かである、即ち

人類は之に対する希望を有することを。虐げ

らる上ものの解放、沈めるものの向上、而し

て自主独立なるものの平和的結合、人類は

昔し望み今望み将来も之を望むであらう。希

望！而して信仰！私は信ずる、平和の保障は

｢強き神の子不朽の愛」に存することを。

(｢植民政策の理想」『植民及植民政策』有斐

閣、1926年）

東京帝国大学経済学部教授として植民政策講義

を担当していた矢内原忠雄の植民政策の理念は、

師内村鑑三の下で学んだキリスト者としての信仰

に支えられ、御用学問のそれとは一線を画するも

のであったi・それは冒頭に挙げた「植民地政策

の理念」からも十分に窺い知ることができよう。

そして、このような理念によって、当時日本の植

民地下におかれていた台湾に、１９２７（昭和２年）

３月18日から５月６日にかけて出かけ、調査研究

をおこなっている。その研究成果は『帝国主義下

の台湾』（岩波書店、1929年）としてまとめられ

た。この台湾調査の様子については、『矢内原忠

雄「私の歩んできた道｣』（人間の記録９、日本図

書センター、1997年前）に、台湾での調査を回顧

する形で、次の一文が残されている。

矢内原の現地調査は、日本帝国主義の押し進め

た植民地政策を、実証的に研究する上で重要な方

法であり、現地で「会いたい人に会い、見たいと

ころを見、聞きたいことを聞き」とるというもの

であった。

本稿は、このような矢内原忠雄の調査研究方法

を検証し、現地調査で得られた資料がどのように
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整理され、研究成果としてまとめられていくのか、

その一連の知的作法を明らかにすることを目的と

する。具体的には、琉球大学附属図書館矢内原忠

雄文庫に保存管理される資料を対象とし、「植民

地関係資料データベース』の「台湾」の項目に分

類され、ＬＤＦ画像化されていない84枚の「名刺」

について分析をおこなうものであるiii。

この84枚の「名刺」については、これまで大濱

徹也が言及しており、「彼は面談した相手から名

刺をもらうと、その名刺に聞き取った事項を書き

つけていく。名刺を調査カードとして使いきって

います」と述べるように、それは「台湾調査ノー

ト」と呼べるほど、克明に現地調査の内容が記さ

れているw・

自らが「会いたい人に会い、見たいところを見、

聞きたいことを閏」くという矢内原の現地調査の

方法は、「きわめて理に適った作法で貫かれ」た

ものであり、その一枚一枚に刻まれた記述が、

『帝国主義下の台湾」においてどのように結実し

ているのかを探ることから、矢内原の知的生産の

術の一端を窺い知ることができよう。

さて、この84枚の「名刺」についてであるが、

その内訳は、邦人49枚に対し台湾人35枚の構成と

なっている。また、この「名刺」は一枚の茶封筒

にまとめて入れられ保管されていたため、ここで

は分析作業をするために、便宜的に番号を付して

順に並べることとした。そして、まったく記述の

ない17枚の「名刺」を除く６７枚を対象とし、それ

ぞれの「名刺」の表面をＡ、裏面をＢとし、記録

された内容を番号順に記載していくこととする。

尚、本研究の目的は、矢内原忠雄の知的生産の

術を探ることを目的としているため、名刺の氏名

については人権の保護及び法令等の厳守の立場か

ら、姓名それぞれ一宇ずつを伏せ字とする。

ｉｉ『私の歩んできた道』東京大学出版会、1958年を底本

とし出版された。

iii琉球大学附属図書館蔵矢内原忠雄文庫は子息矢内原勝

氏より1987年と1995年の２度にわたって琉球大学に寄

贈され、設置経過とその後の閲覧に係る方法などにつ

いてＷｅｂ上で「植民地関係資料データベース」とし

て公開されており、文庫資料の一覧もデータベース化

が図られ、その殆どは高精細（LDF）画像によって閲

覧できる。そして「植民地関係資料データベース」に

は、資料一覧として矢内原の調査研究の対象地であっ

た南洋、台湾、朝鮮、満洲、樺太、そしてノートや研

究資料など11項目に分類されている。

（http://manｗｅ,libu-ryukyu・ac・jp/yanaihara/参ｌｌｆＯ

ｉｖ大濱徹也「矢内原忠雄の目線」『無教会研究』第７号、

2004年

表１：日本人

〔【注】

矢内原忠雄の植民政策研究については、矢内原勝「矢

内原忠雄の植民政策の理論と実証」『三田学会雑誌』８０

巻４号、1987年、浅田喬二「矢内原忠雄の植民論」

『日本植民地研究史論』未来社、1992年、など多くの

先行研究がある。また、若林正丈編『矢内原忠雄「帝

国主義下の台湾」精読」岩波書店、2001年の「解説」

は、矢内原の研究の展開を知る上で参考となる。
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氏名 所属

1 ●村●吉
東勢郡白毛警察官吏駐在所勤務

巡査部長臺中州巡査勲七等

２ ●原●太郎 帝國製糖株式會社取締役主事

３ ●股●之助 蔓中州内務部長

４ ●木●平
薑中州青果同業組合

常任副組長

５ ●久井●一郎
三井物産株式會社

臺北支店長兼臺南支店長

６ ●木●一郎 殖産局農務課臺濁總督府技師

７ ●水●治 臺湾製糖株式會社後壁林製糖所

８ ●原●策 嘉南大１１||組合

９ ●岡●夫 臺湾青果株式會社

1０ ●東●
高雄州内務部勧業課

臺湾總督府地方技師

1１ ●口●知 臺灘總督府視學官

1２ ●原●次
警務局理蕃課長臺濁總督府

警視兼事務官

1３ ●越●－ 臺轡總督府事務官

1４ ●丼●猪
薑中州教育課長

臺潤總督府地方理事官

1５ ●山●米郎

1６ ●田●治

1７ ●部●之進 酒課長臺麿總督府専寶局参事

1８ ●谷●－
臺潤總督府專責局技師

兼臺濁總督府中央研究所技師

1９ ●藤●雄 鞭水港製糖株式會社

2０ ●谷●刀 臺潜總督府驍園








































